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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気調和機の室内ユニットに装備され、空気調和機の運転時に生じるドレン水を吸い上
げて室外へ吐出する排水ポンプであって、
　吸込口、吐出口及びそれらに連通するポンプ室を有するポンプ本体と、前記ポンプ室内
に配設される回転羽根と、前記回転羽根を回転させるモータと、前記ポンプ本体の上部に
組み付けられるとともに前記モータを支持するモータ受け部材とを備え、
　前記モータがモールドモータであり、
　前記モータ受け部材は、前記ポンプ本体の開口部を覆う蓋部と、前記蓋部と一体成形さ
れるモータ受け部と、前記モータ受け部に一体成形され、前記室内ユニットに取り付ける
ための複数の取付脚と、前記複数の取付脚に対応する位置に形成された複数の取付穴と、
を有し、
　前記モールドモータには、前記複数の取付穴に対応する位置に複数の凸部が一体成形さ
れており、
　前記複数の取付穴と前記複数の凸部とが結合することにより、前記モールドモータをス
ナップフィット結合で固定する固定手段を形成することを特徴とする排水ポンプ。
【請求項２】
　前記複数の取付穴は、前記モータ受け部と同心の１つの円周上に位置するとともに、前
記モータ受け部の中心軸の周りに等角度間隔をおいて配置されることを特徴とする請求項
１記載の排水ポンプ。
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【請求項３】
　前記複数の取付穴を３個備え、１つの第２嵌合部の中心と前記モータ受け部の中心とを
通る直線に対して他の２つの取付穴の中心が線対称に配置されることを特徴とする請求項
１記載の排水ポンプ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機の室内ユニットに装備され、空気調和機の運転時に生じるドレン
水を吸い上げて室外へ向けて吐出する排水ポンプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、建物の天井に取り付けられる空気調和機の室内ユニットは、運転時に生じるド
レン水をドレンパンに溜め、その水を排水ポンプで吸い上げて室外へ向けて吐出するよう
にしている。
【０００３】
　下記の特許文献１には、この種の排水ポンプの一例が開示されている。この排水ポンプ
は、吸込口、吐出口及びそれらに連通するポンプ室を有するポンプ本体と、ポンプ室内に
配設される回転羽根と、回転羽根を回転させるモータと、ポンプ本体の上部に固着される
とともにモータを支持するモータ受け部材とを備える。
【０００４】
　モータは、上ケースと下ケースから成る防水構造によって覆われ、下ケースを介してモ
ータ受け部材に支持されている。上ケースには、室内ユニットにねじ止めによって固定す
るための取付脚が一体成形されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－２９１７８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した排水ポンプにあっては、円筒状のモータ受け部材の上部にモータを収容した別
体の防水構造物を取り付ける構成となっているため、部品点数と組立工数が多く、製造コ
ストが高騰するという問題点がある。
【０００７】
　本発明の目的は、モータの防水性を確保しつつ部品点数を削減することができる排水ポ
ンプを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の排水ポンプは、空気調和機の室内ユニットに装備
され、空気調和機の運転時に生じるドレン水を吸い上げて室外へ向けて吐出する排水ポン
プであって、吸込口、吐出口及びそれらに連通するポンプ室を有するポンプ本体と、ポン
プ室内に配設される回転羽根と、回転羽根を回転させるモータと、ポンプ本体の上部に固
着されるとともにモータを支持するモータ受け部材とを備え、モータがモールドモータで
あり、モータ受け部材は、ポンプ本体の開口部を覆う蓋部と、蓋部と一体成形されるモー
タ受け部と、モータ受け部に一体成形され、室内ユニットに取り付けるための複数の取付
脚とを有するものである。
【０００９】
　本発明の排水ポンプは、モールドモータのモータ受け部材への組み付けを容易にするた
めに、モールドモータをスナップフィット結合でモータ受け部に固定する固定手段を有す
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る。
【００１０】
　この場合、前記固定手段を、モールドモータに一体成形される第１嵌合部と、モータ受
け部に一体成形されるとともに第１嵌合部と嵌合する第２嵌合部とから成るものとする。
【００１１】
　また、取付脚を室内ユニットへ固定する際の応力によるモータ受け部の変形を防いで回
転羽根とポンプ本体との同心性を向上するために、複数の取付脚の取付孔の中心が、モー
タ受け部と同心の１つの円周上に位置するとともに、モータ受け部の中心点の周りに等角
度間隔をおいて配置されるようにすることが好ましい。
【００１２】
　なお、取付脚を３個とするとともに、１つの取付脚の取付孔の中心とモータ受け部の中
心とを通る直線に対して他の２つの取付脚の取付孔の中心が線対称に配置されるようにし
ても、同様の効果を得ることができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の排水ポンプは、回転羽根を回転させるモータをモールドモータとし、室内ユニ
ットへの取付脚をモータ受け部に一体成形することにより、モータの防水性を確保しつつ
部品点数を削減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の排水ポンプの一実施例を示し、（ａ）は正面図（ｂ）は要部平面図であ
る。
【図２】図１の排水ポンプの断面図である。
【図３】図１の排水ポンプの固定手段の説明図である。
【図４】図３の要部拡大図である。
【図５】本発明の排水ポンプの他の実施例を示す要部平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１、２に示すように、排水ポンプ１は、合成樹脂製のポンプ本体１０を備えており、
ポンプ本体１０は、下方に突出する吸込口１２と、水平方向に突出する吐出口１６と、吸
込口１２及び吐出口１６に連通するポンプ室１４とを有する。
【００１６】
　ポンプ室１４内には回転羽根２０が配設される。回転羽根２０は、取付軸２１から径方
向に延びる複数の大径羽根（図示せず）と、各大径羽根から下方に向けて軸方向に延びる
複数の小径羽根２２と、複数の大径羽根の下縁部を連結するとともに中心に開口部を有す
る円盤２３と、複数の大径羽根の外周部を連結するリング２４とを備える。取付軸２１の
中心に形成した取付穴に後述するモールドモータ１００の出力軸１１０が圧入される。モ
ールドモータ１００を駆動すると、回転羽根２０がポンプ室１４内で回転する。
【００１７】
　ポンプ本体１０の上面は開口していて、これを覆うようにモータ受け部材５０が取り付
けられる。モータ受け部材５０は、ポンプ本体１０に一体成形された一対のフック状の取
付部８０によりポンプ本体１０に結合される。モータ受け部材５０は、ポンプ本体１０の
開口部を覆う蓋部５２を有し、この蓋部５２とポンプ本体１０との間にはＯリング４０が
配設される。
【００１８】
　蓋部５２は回転羽根２０の取付軸２１が貫通する開口部５４を有し、排水ポンプ１の停
止時には、ポンプ室１４内の水が開口部５４から外部へ噴出するが、取付軸２１と出力軸
１１０との間に取り付けられた水切り３０により、この水がモールドモータ１００側へ飛
散するのを防止する。
【００１９】
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　モータ受け部材５０の内側には複数の支柱５６が形成され、モールドモータ１００の下
面を支持する。モータ受け部材５０の上部には上面が開口するモータ受け部６０が形成さ
れている。モータ受け部６０は下端部に段付部６６を有し、この段付部６６でモールドモ
ータ１００を支持する。
【００２０】
　モータ受け部６０の上端には上外方へ突出する複数の取付脚７０が一体成形される。こ
の取付脚７０には、排水ポンプ１を室内ユニットへ固定するためのねじが貫通する取付孔
７２が形成されている。本実施例にあっては、３個の取付脚７０が設けられており、これ
らの取付脚７０の取付孔７２の中心は、モータ受け部６０と同心の１つの円周上に位置す
るとともに、モータ受け部６０の中心点の周りに等角度間隔をおいて配置されている。
【００２１】
　そして、モータ受け部６０の上端部における各取付脚７０に対応する位置に取付穴９０
（第２嵌合部）が形成されている。図３、４に示すように、本実施例にあっては、この取
付穴９０は四角穴に形成されている。この取付穴９０とモールドモータ１００の凸部１３
０（第１嵌合部）とにより、モールドモータ１００をモータ受け部６０にスナップフィッ
ト結合で着脱可能に固定する固定手段を構成する。
【００２２】
　モールドモータ１００は、固定子をＢＭＣ等の防水性樹脂で覆ったモータ本体１０５に
上軸受部１２０及び下軸受部１２２を介して出力軸１１０を回転自在に装備したものであ
る。このような構造であると、別体の防水カバーをモータに取り付ける必要がなくなるの
で、部品点数が低減する。そして、これに伴って、従来は防水カバーに設けていた取付脚
７０をモータ受け部材５０に設けている。
【００２３】
　そして、モールドモータ１００の上部の外周部に３個の凸部１３０が一体成形されてい
る。図４に示すように、凸部１３０の下面は傾斜面１３２とされており、モールドモータ
１００の各凸部１３０をモータ受け部６０の取付穴９０の位置に合わせてモールドモータ
１００をモータ受け部６０内に挿入すると、モールドモータ１００の底面がモータ受け部
６０の段付部６６に当接するのとほぼ同時に各凸部１３０が取付穴９０に嵌合してモール
ドモータ１００がモータ受け部６０に固定される。
【００２４】
　凸部１３０の外径寸法は、取付穴９０の内径寸法よりわずかに小さく形成されている。
モータ受け部６０は樹脂材料で形成されており、径方向に弾性変形する。モールドモータ
１００をモータ受け部６０内に押し込むことにより、凸部１３０は取付穴９０に対してい
わゆるスナップフィット結合で結合される。　
【００２５】
　上述したように、モータ受け部材５０の取付脚７０の取付孔７２の中心は、モータ受け
部６０と同心の１つの円周上に位置するとともに、モータ受け部６０の中心点の周りに等
角度間隔をおいて配置されているため、各取付脚７０を室内ユニットへねじ止めするとき
、各取付脚７０を介してモータ受け部６０に作用する応力が相殺されるので、各スナップ
フィット結合部からモールドモータ１００に作用する応力がほぼ均一となる。これにより
、モールドモータ１００に接続された回転羽根２０とポンプ本体１０との同心性が向上し
、回転羽根２０とポンプ本体１０との間に形成される隙間がほぼ均一になるので、騒音・
振動が低減する。
【００２６】
　本発明では、回転羽根２０を回転させるモータがモールドモータ１００であるので、モ
ータを覆う防水カバーが無くても防水性を確保することができる。また、室内ユニットへ
の取付脚７０をモータ受け部材５０に一体成形している。したがって、従来に比べて部品
点数が少なく、製造コストが低減する。　
【００２７】
　図５は本発明の他の実施例を示す。なお、図１の実施例と同一の部分には同一の符号を
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付して説明は省略する。本実施例にあってもモータ受け部６０はその上端に３個の取付脚
７０’を備える。そして、１つの取付脚７０’の取付孔７２の中心とモータ受け部６０の
中心とを通る直線Ｌに対して残りの２つの取付脚７０’の中心が線対称に配置されている
。すなわち、角度αとβが等しくなっている。
【００２８】
　本実施例においても、各取付脚７０’を室内ユニットへねじ止めするとき、各取付脚７
０’を介してモータ受け部６０に作用する応力が相殺されるため、各スナップフィット結
合部からモールドモータ１００に作用する応力がほぼ均一になり、回転羽根２０とポンプ
本体１０との同心性が向上するので、騒音・振動を低減することができる。
【符号の説明】
【００２９】
　　１　排水ポンプ
　１０　ポンプ本体
　１２　吸込口
　１４　ポンプ室
　１６　吐出口
　２０　回転羽根
　５０　モータ受け部材
　５２　蓋部
　６０　モータ受け部
　７０　取付脚
　９０　取付穴（第２嵌合部）
　１００　モールドモータ
　１３０　凸部（第１嵌合部）
　
【図１】 【図２】

【図３】
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